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年金改革こそ選挙の争点！！ 
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昨年公的年金は改悪されました。 
 
 

公的年金の改正は      保険料の値上げ 

                  給付の削減 

                  支給開始年齢の引き下げ 
いつも財政のつ

じつま合わせし

かやっていない 

公的年金制度の抜本改革が必要 

民主党・岡田代表 

 

選挙だからきちんと議論し、われ

われが勝ったら抜本改革をやる 

小泉首相 

政権が変わるたびに年金

制度がかわったら国民が

困る選挙の争点にせず与

野党で話し合いましょう 
 

公的年金制度は、国民年金の空洞化など深刻な問題を抱えています。 

保険料の値上げと給付の削減を繰り返すだけでは公的年金制度は維持できません。 

「今、何が一番大切なのか」しっかり考えなければなりません。 

 

自民党はこれまで、年金を選挙に利用してきました。 

物価が下がったら年金額は引き下げなければならないのに、「今年は選挙がある。年金額を引き下げ

るとお年寄りの票がもらえないからやめておこう」こんなことばかりしてきました。それなのに 

「選挙の争点にすべきでない」と都合の良いことばかり言っています！！ 

9月 11日（日）は必ず投票に行きましょう。都合が悪い場合は期日前投票をしましょう！！ 


